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各地の一
た　よ　り

勘にて一般人士を迎一興生生徒臨教鞭料の参舳襯で・畑，

を得て來た．

窒黙罫灘論灘1聾鞍離礁羅1

素晴し燃を持って見える筈である・　3〈…方・鱒こ縮な天脇職↑r、、

こと・なって，出品された望遠鏡を屡々活川してみる・去る日の・ヂク．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペル

欝鼎欝論濃謙譲甑欝央でも噸
gy五月3日の赦齢主催による“N食のダ’は蹄に恵まれて嬬｝己で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り稀観響雨漏鵬餐懇y；講薦ll繍1ま讐騰ll

義な・一．徽悦び・蝿上瞭璽員の提供による厚意曝鋤・敷蝋や

がて始つた膿に，囎員麟誠な潮と共に洞は夜の更ける蜘旧

事な月食現象に見惚れた．

叉・嚥営館で月食の16ミリ映発撮影を試み・撮影係や時計。4・　・・　・1・1）’titlhf，

力して約4醐題るこの珍しい剛臆を・初めてフヰルム」・に記£矢す、，

λが四壁た．

團碁師8日の夕・ヒリピ螺生洲團の哨をブ・ネ・・蜘，迎へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り商輝生破詩（英語）㈱こより許婦飛電もあって，最も）・’、、ンr．

・クに演出し・久方ぶりに珍しく’愉快な燃齢礫んだ．（高城言己）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．零“・　219

　　　　　大阪プラネタリウムだより　　　　＼

gy昨今當プラネタリウムは「星の劇場」と馳勇しく

畿尭塁欝螂芝踊頭越簾島塞1紳

翌旨灘農総芝灘獄｝陰寒讐儲1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　癖
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　　　　　　　　　　　　北　　京　　通　　信

　山野一清1・ぴ一f：に夜のお食：事から立て頂き，星零の下に巾座になってお話を伺

　　　　　　　　　　　　　　　　ヂンツンホり
ひキした．みんな大望興味をもち，金宗権などはもう天文學者’にでもなったや

うに太陽や地球や月には直りカ：あるだらうかなど，いろいろのことを質問して

ゐキした．この北京の城が零の星を見て作られてみるとい．ミ・ことも面白いと思

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　ぴ　ヤコ
ひ喫した。カシオペア，北斗七星，北巨根穿の心配を総括して幅出宮といふの

ださうです．紫禁城といふ名がうなつかれます．（北京’け舌學校　小倉弘子）

　　　　　　　　　　　倉　　敷　　通　　信

　騨を出てゆっくりをあ10分位もメィンストリll・を歩むともう田圃に出る．

（なあ㌧んだ……）ちよつとあっけにとられた形で陵丁の少し廣い通りに曲る

とt，よっと賑やかな所に出る．これとてゆっくり歩いて5分位でもう認れだ．

後は無茶苦茶に歩く．つきあたる，横丁へ這入る．汚い虚だ．顔をしかめて早

く何虚かへ抜け様とあせる．あせるが一向そんな賑かな綺麗な衙にも出ない．

無暗と汚い家が軒を並べてみる．一面吏で行っても同じだ．途々出た所は二元

の田圃だ．倉敷には綺麗な所がないのである．（なあんだ，けちな市ぢやあな

いか心術．都市だんて……）

　これが私の最初の印象である．自分が初めてこNへ來たのは今年の二月11日

であった．水野先生にわざわざ回れて來て頂いた．なんでもぴどく雪が降っ

た。水野先生にお會ぴするのも初めて，倉敷も最初の訪問，それにこの地方で

も珍らしいと云はれる位降った舜の日とてお互ひに深い印象が礎ってみる事だ

と思ってみる．上に書いた印象は2度目に私がいよv・よこしへ着任した折の感

じである．その印象は今でも溝えなV・．轟々費感を深めてみる．驚いたものが

2つある．農圃と美術館である．農研は天交甕の前tCあって天文甚と親類の様

なものである．小川さんといふ人が居る．知る人ぞ知る“留守裏長”と俗に云

はれる人でこしの天文蔓の釜だと云はれてるる．自分はこの人に一方ならすお

世話を受けてみる．山本先生から冗談ならず“向ふへ行ったら小川君から天髄

爲眞をならへ”と．なる程こしの天交豪にある澤山の月の罵眞は皆この人が撮

ったのださうである，
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コヘ　　ヘコ
美繍！！・オ・こそ筆舌麗し難い・まあ百蹴一見蜘赫です・｛りB喩力：

國の名腎にかけても買ぴもどすと云った“グレコ”の大作もありますから．

天照照隅隅蝿として着々とその功を謎めて居ます・ひとへ噸

名誉嘉長．水野主事のお蔭におふ所多大であります．

　七周期大々的に倉敷天文裏を見廓さるN催があるとかですから，ちよっrr．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ゆ肖●．一ヒを借りて私の倉敷印象記を述べたまで壁す．（岡林滋樹）

　　　　　　　　　　　瀬　戸　だ　よ　リ

瀬野と云ふのは・幅姉の西5粁浦へ14粁・途中から鞭鋤・一＊つ。

備後の靹へ出られる・鞭分卿サれば瀬戸醐の國閉園凶1魚卵、

に靹ノ浦一帯は旧暦一の危｝瑚興野だ・詳し信へ膿門門駐畢繭戸伽そ

和訣二野砒庭へ來て夙々礁召で1人滅り2人減り・轍の幅・11

の二肛門鰍部へ轍現在で平骨闘と言へば・嫡にも勉臓らし
いが，そうでもない．

天候はltP　kよろしい・天蜥郷1よ理想的だらう・夜明噸からかすみHiし

て・酔嫌暫く照って・爆貸す・夕方からヵラリと剛して・夜棚1ナれ

ばかすみ出す・恵まれた此の天候に凹した膝もして居ないのだカ・ら，物

しれたものだ・此の邊は殆んどノ1’松榊西塔で・　al櫻の唾も見ると嬬

出職吋淋し繍もするが・土の瀞爲だらう・つつじならいくらでもあ

る・村の子供は紳つの代りに・赤いつつじの花朧むしゃむしゃ食ってみ

る・仲々うまいそうだが・欝のn　t「こは合はす・まだ馴れぬ・もう蜘1凝

めた・大鋤は献搬云ふ嫌諌むし鋸る・肋：紺まむしを見つ・ナた

ら・一升瓶へ勘込んで酒雄ぎ込み諌むし酒礎ってみる之れ鰍日岡、

らだが蛇だけは大嫌ぴ・愛したいがまだ好きになり齢ぬ・図郭まで1・・ll，

ポストまで8丁・隣家へ5丁の此の途ヰ魯で，大抵5・6四こ｝よおm・カ・・るの・，，

近頃は鹸り驚かなくなったが油断も隙もならない．

山の上だが・叩く夏は涼しい・今年の大忌中でも，○匹田を判りにし

て・それで粉紫轍は豊富だレ2繍は瀞・水割く，村の蜘ま駒だ

レギラギうした胡の太陽のまばゆいこと・それで少しも暑くなく疎1蛎
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平均氣溜が23。C，まことに佳み良V・所だ．

　遊びに來るなら此れからぼつぼつ秋がよい．早曉の親測をすませて，阿引の

演の河豚釣の味は，都人には分るまい．季節にも依るが何でも釣れる．小鯛，

’ちぬ鯛，キスゴ，こち，烏賊，さより，はぜ，でべら．まだある・かれい・い

つだこ．だが何と云っても河豚釣が最も面白く，年中大抵釣れてみる．何？，

河豚を食ったら死ぬ？，冗談じやない．自分が斯うして手料理で，ピンピンし

てみるのだから大丈夫！！河豚は煮湯てもよく，味嚇汁によく，チリ鍋なら更

によく，小河豚の刺身も仲々捨難いものだ．所謂ふぐのあばれ食ぴで，琵；琶湖

の鮒とは比較にならぬ．

　勢働もする，書は絡日暗室で，ビ1カ1と天秤と検温計と硝子板と取りくん

で，2，3度は木炭ガスの中毒で卒倒もした．そうして出來た○○が乾燥する迄

に，飯たき，木割り，洗濯，山の下まで水汲み，兎の世話もせねばならぬ，仲

々忙がしい．鶯も居るそうだが，こいつは聞えぬ．託クは少しもないとの事．

山兎も相當に居る．褐色の大きな奴が，夜中に観測所の構内迄襲撃して來て・

お蔭で野菓は目茶目茶にされ，といつが鎮みの種である．一番の苦手は水汲み

で・最初の頃は1回降りたらヘトヘトになり，何も幽來ない．字も書けない，

指先が震へる，息切れがする，心臓は弱い方らしい．昨今はもう大分馴れて，

1時間牛田re　4回降りて，毎日入浴もしてみる．山住ひで毎日の入浴は少し贅

漂な方だらう．（S．K生）

　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　（第279頁より）

民は再度グリツグ・スヶラップ彗星の捜索はアメリカに数日先んぜられたるも

掲立に二見されたるものである．

　下保彗星，岡林新星，五味彗星などは如何にも：貴重なる撮影を淺された事で

ある．天文月報は斯る断片をしばしば報告して居る・

　榮春ある正見，研究，努力を途行せられたる氏は自らに其の榮を麟せす・青

年の二二と理想に精進されつSある，


